家庭礼拝　2012年1月18日　マルコ４章26－41　神の国のたとえ
　賛美歌536　御恵みを受けた今は　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌357　力にみちたる
起

今日の聖書の箇所は、神の国を解き明かしている大切な箇所です。イエス様は、その宣教のはじめに「時は満ち、神の国は近づいた、悔い改めて、福音を信じなさい。」といわれたのです。イエス様はこの神の国を伝えるために、この世に現れてくださったといってもいいのかもしれません。ですが、私達は、この神の国についてどれだけ知っているでしょうか、理解しているでしょうか。
神の国と似たような思いで聞いている言葉に天国という言葉があります。神の国と天国とは同じものなのでしょうか。ある人が、クリスチャンは天国なんていう架空のものを信じているが、いい加減にそのような御伽噺から目を覚まさなければいけないといいました。私は、聖書には天国という言葉はほんのわずかしか語られていない。語られている多くは神の国である。この神の国を天国と同じ意味であなたが使っているとすれば、イエス様が言ったのは、神の国はあなた方の只中にある。ということです。架空の世界ではなく、現実の私達の間に神の国があることを聖書は教えているのです。と答えました。もう一度、その聖書の箇所を確認すると。ルカによる福音書17章の20節21節です。そこにはこう書かれています。
ルカ17:20 ファリサイ派の人々が、神の国はいつ来るのかと尋ねたので、イエスは答えて言われた。「神の国は、見える形では来ない。ルカ 17:21 『ここにある』『あそこにある』と言えるものでもない。実に、神の国はあなたがたの間にあるのだ。」
これを読むと、天国と神の国とはちょっと違う気がします。天国があるとすれば、そこは神様とイエス様と天使達の住むところかもしれません。そうすると、私達の住むこの世界の只中に神の国があるとはどういうことでしょうか。この当時、国には王様がいて、王様の力が及ぶ範囲が国でした。そうなると神の国とは神様の力の及ぶところということになります。私達の只中に神の国があるということは、私達の只中に神の力が及んでいることであり、それを信じるものが神の国を信じるものなのではないでしょうか。神の国の民となるのではないでしょうか。私達が神の国を信じるならば、今私達の中で、神様がその支配と力とを及ばしていることを信じるものでなければなりません。そうでなければ、神の国の人となることはできないはずです。
承

今日の聖書の箇所に戻って、イエス様がこの神の国をどのように言い表しているのかを聴いてみたいと思います。4章26節から29節です。
マコ 4:26　また、イエスは言われた。「神の国は次のようなものである。人が土に種を蒔いて、

マコ 4:27　夜昼、寝起きしているうちに、種は芽を出して成長するが、どうしてそうなるのか、その人は知らない。

マコ 4:28　土はひとりでに実を結ばせるのであり、まず茎、次に穂、そしてその穂には豊かな実ができる。

マコ 4:29　実が熟すと、早速、鎌を入れる。収穫の時が来たからである。」

　共感福音書といわれる、マタイ、ルカの福音書はこのマルコを底本にして書かれているので、マルコの記述の上にさらに詳しくいろいろ書かれているのが普通です。ところが、この箇所はマタイとルカにはないのです。マタイではこれが毒麦のたとえと入れ替わっています。ルカではこれに相当する話は記載されていません。どうしてでしょうか。この話の内容が、あまりよくなかったのでしょうか。あまり魅力がなかったのでしょうか。
マルコがイエス様の語った言葉として言おうとしている神の国は、私達の間に種が撒かれると、それは私達が知らない間に成長する。そして、どうしてそうなるかは分からなくてもどんどん成長して実を結ぶ。そして実を結ぶと鎌を入れられて収穫される。という表現になっています。その言おうとしていることは、神の国は、小さな種のようなもので撒かれると、それは私達の思いがどうあろうともどんどん大きくなって、実りの時すなわち終末の時に刈り取られる。ということを言おうとしています。とにかくそれは、私達にはよく分からないがどんどん大きくなっているのだということです。今もその種から出た芽がどんどん大きくなっている時代です。この神の国が、10年前よりも、100年前よりもずっと大きくなってきていることを実感できるでしょうか。この歴史の中で、この私達の世界の中で、イエス様の御心と支配がどんどん大きくなっていることを実感できるでしょうか。それは私達がどう思おうと、何をしていようと、一切無視しようとそれらにはかまわずどんどん大きくなっている世界があるというのです。それが神の国だといっているのです。
ガリラヤから始まった、イエス様の神の国の運動がいまや世界中に広まって、多くの信仰者を支えていることはそのことを表しているのかもしれません。
ここにはもう一つの種のたとえがあります。それは辛子種の例えです。この例えはマタイにもルカにも掲載されています。マルコ30節から32節にはこう書かれています。

マコ 4:30　更に、イエスは言われた。「神の国を何にたとえようか。どのようなたとえで示そうか。

マコ 4:31　それは、からし種のようなものである。土に蒔くときには、地上のどんな種よりも小さいが、

マコ 4:32　蒔くと、成長してどんな野菜よりも大きくなり、葉の陰に空の鳥が巣を作れるほど大きな枝を張る。」
ここでは、何を言おうとしているのでしょうか。どうして神の国を辛子種に例えたのでしょうか。それは、目に見つけられないほど小さな神の国の種が、一度撒かれると、どんどん大きく成長し、多くの国がそこに安息を見出すほど大きくなる、ということを表しています。
からし種がどんなものか分からないので、インターネットで調べてみました。確かに小さな種です。長さで米粒の十分の一くらいです。0.3mmくらいでしょうか。体積で言えば米粒一個の大きさに、数百個は入るくらいの小ささです。それが成長するとどうなるかというと、聖書でイメージしていたほどの大木ではありませんでしたが、地面から軒下に届くくらいに成長します。ただ、ひょろひょろと長く成長するので、支え棒をつけないと倒れてしまいそうです。ですから鳥の巣ができるほどの大きな枝を張る、というのは、一本二本の苗ではなく、たくさんの苗が群生しているような状態だと思います。この辛子の種は小鳥達が好んで食べにくる種のようです。日本では小さいものの例えに芥子（けし）粒ほど小さいという表現があります。この芥子粒の大きさは0.5mmくらいですから、辛子種はさらにその半分くらいかもしれません。
たとえ話の中の鳥の巣とは、国のことのようです。そのような表現があるようです。いずれにしても、ここで表現されているのは、非常に小さいものが、大きな国をも支えるものに成長する、ということを言おうとしています。
マタイによる福音書では、この辛子種のたとえと一緒にパン種のたとえが語られています。マタイ13章33節では「天の国はパン種に似ている。女がこれを取って三サトンの粉に混ぜると、やがて全体が膨れる。」と書かれています。これもまた、非常に小さいものが全体に影響して、大きくさせるという表現になっています。
いずれにしても、この神の国で表現しようとしているのは、神の国のパラダイスではなく、そのどんどん大きくなる成長力を言おうとしています。それは、イエス様が、一粒の種として死んだとしても、その撒かれた種は、もはや人間の手ではどうしようもなく、それが気づかれ様と、気づかれまいとどんどん成長して大きくなっていくということです。そしてそのことを、目を覚ましてよく見なさい。自分のことだけにかかずらわっていないで、今まで無視していた、その神の国が大きくなっていることに気がついて悔い改めて、神の国に入りなさい、ということを言おうとしているのだと思います。その神の国とは、神様が支配し、その力を及ぼしている国なのです。その国にあるとき、私達は、滅びることなく、神の国と共に成長し、永遠の命に与っているのかもしれません。
ここでも、イエス様がたとえで話す理由が語られています。33節と34節です。

マコ 4:33　イエスは、人々の聞く力に応じて、このように多くのたとえで御言葉を語られた。

マコ 4:34　たとえを用いずに語ることはなかったが、御自分の弟子たちにはひそかにすべてを説明された。
ここでは、11節にあったように、外の人々には隠されるため、という説明ではなく、人々の聞く力に応じて多くのたとえで御言葉を語られた、と言われています。たとえが語られるのは誰でもが理解できるように語られたし、たとえを用いずに語ることはなかったとさえ言われています。そして、ここでも弟子達にはひそかにその意味を説明していたようです。イエスの弟子とは、イエス様から直接説明を受けたり、訓練をされたりする人々のようです。私達もまた、そのような訓練を受けてイエス様の直接の弟子となりたいものです。

転
さて、場面が変わって、夕方になるとイエス様は向こう岸に渡ろうと弟子達に言いました。35節から37節です。このときの向こう岸とは、ガリラヤ湖の中央を真横に横切ったゲラサ人の地方でした。その距離は今いるゲネサレトから１０ｋｍ以上はあったと思います。そこには次のように書いてあります。

マコ 4:35　その日の夕方になって、イエスは、「向こう岸に渡ろう」と弟子たちに言われた。

マコ 4:36　そこで、弟子たちは群衆を後に残し、イエスを舟に乗せたまま漕ぎ出した。ほかの舟も一緒であった。

マコ 4:37　激しい突風が起こり、舟は波をかぶって、水浸しになるほどであった。

　イエス様は、簡単に行ける近くの向こう岸にわたろうといったのではなく、意を決して、危険を冒して、向こう岸に渡ろうといったのです。それは10km以上もあるからです。危険を冒しても、新しい旅に旅立つ必要を感じたのです。ヨシュアのようにヨルダン川を超える必要があったのです。このゲネサレト付近では安息日に会堂で癒しを行ってから、パリサイ人とヘロデ派の人々がイエス様を殺そうと狙っていたこともありましたが、大勢の群集を振り切る必要もあったのではないでしょうか。もう種は撒かれたのです。後は、その成長に任せたのでしょうか。そして新しい地に行く必要を感じたのではないでしょうか。この湖を横切ることは、危険だったのです。このとき以外に湖を真横に横切ることはありませんでした。弟子達が群集を後に残して漕ぎ出すと、激しい突風が起こりました。このような突風はガリラヤ湖ではよく起こりました。ほかの場面では、イエス様を幽霊と見間違えたときも、突風によってゆく手を阻まれていた時でした。船は波をかぶり、水浸しになりました。漁師たちで、湖には慣れているはずの弟子達ではありましたが、その波には恐怖を感じ、恐れていたようです。そして、イエス様に対して訴えました。38節から41節です。
マコ 4:38　しかし、イエスは艫（とも）の方で枕をして眠っておられた。弟子たちはイエスを起こして、「先生、わたしたちがおぼれてもかまわないのですか」と言った。

マコ 4:39　イエスは起き上がって、風を叱り、湖に、「黙れ。静まれ」と言われた。すると、風はやみ、すっかり凪になった。

マコ 4:40　イエスは言われた。「なぜ怖がるのか。まだ信じないのか。」
マコ 4:41　弟子たちは非常に恐れて、「いったい、この方はどなたなのだろう。風や湖さえも従うではないか」と互いに言った。

　そのときイエス様は、艫（とも）の方で枕をして眠っておられた、と書かれています。艫（とも）とは船の後ろのほうで、ゆれが少なく、上級の客が座るところです。そこに、イエス様は弟子達が、騒ぎふためいているのに、眠っていたというのです。弟子達は「先生、わたしたちがおぼれてもかまわないのですか」と必死になって言いました。するとイエス様は起き上がって、風を叱り、湖に、「黙れ。静まれ」と言われた。すると、風はやみ、すっかり凪になった、と言うのです。この黙れ静まれ、と言う言い方は、以前に、汚れた霊が、ナザレのイエス、かまわないでくれ。我々を滅ぼしに来たのか。正体は分かっている。神の聖者だ。」と言ったときに、イエスが、「黙れ。この人から出て行け」とお叱りになったのと、同じ言い方なのです。すなわち、イエス様は湖に対しても、汚れた霊に対してと同じように、叱ったのです。ですがもしかすると、これは、弟子達の中にいる怯える霊に対して、黙れ静まれと言ったのかもしれません。イエス様がそのようにお叱りになると、風はやみ、すっかり凪になったと書かれています。そしてイエス様は言いました。「なぜ怖がるのか。まだ信じないのか。」と言ったのです。なぜ怖がるのかと言ったことは分かるとして、まだ信じないのかとは何を信じないのかと言っているのでしょうか。イエス様が何か約束していたことを、弟子達は信じなかったのでしょうか。そうではないようです。この荒波にもまれる小船は、良く、迫害や困難にあう教会や信仰者のことを表していることがあります。この小船の中にイエス様は共にいたのです。それなのに弟子達は恐れにとらわれて、まるでイエス様がいないかのように、慌てふためいて、恐れにとらわれていたのです。まだ信じないのか、とはイエス様が共にいてくださるなら、何も心配することがないと言うことを、まだ信じていないのかと言うことだと思います。
私達信仰者には、イエス様はいつも私達と共にいてくださるのです。私達が不安や恐れにとらわれて、小船のように翻弄いるときにも、イエス様は艫（とも）のほうの目立たないところで、まるで眠っているかのようにしているのです。まるでイエス様は何もしてくれないかのように、静かにしておられるのです。そこで、私達は、イエス様がそこにいないと思い、イエス様助けに来てください。イエス様は私を見殺しにするのですか、憐れんでくださらないのですかと、祈り求めるのです。ですが、イエス様は、最初から私達と共にいたのです。そして、起き上がって、「黙れ。静まれ」と言われそして、「なぜ怖がるのか。まだ信じないのか。」と叱るのです。このとき叱ったのは恐れである湖に対してでしょうか、私達に対してでしょうか。私達が、恐れや不安にとらわれて、心が騒ぎ立っているとき、このイエス様の言葉が支えてくれるかもしれません。イエス様の権威を持って、私達の心の中にいるおびえる霊に対しこういうのです。イエスの御名によって命じる、黙れ静まれ。このようの言って、恐れや不安を静めることができるのではないでしょうか。きっと、私達はいつもイエス様から、まだ信じないのかと叱られ続けているような気がします。そのとき、私達は、信じます。信仰のない私をお許しくださいとイエス様に許しを求めることができるのだと思います。
結

今日の聖書の箇所では、神の国について教えられました。神の国の種はすでに撒かれました。そしてそれは、どんな状況にもかかわらず、大きく、大きく成長し続けています。私達はそれを信じて、神の国の人となり、その成長に与るものとならなければなりません。その種は目に見えないほど小さな種であっても、国をも支える大きな枝になることを信じて行きたいと思います。
　そして、不安と恐れの中にあるときでさえ、イエス様が私達と共にいてくださることを思います。私達はそのことを信じて、恐れずに歩んでいけるのです。不安や恐れが生じたら、イエス様のように、黙れ静まれと言って、恐れの霊を追い払うことができるのです。それができないと、まだ信じないのかと、イエス様に叱られるかもしれません。イエス様は、どんなときにも、私達と共におられるからです。
（一分間黙想）（お祈り）

天の父なる神様、あなたが今日、神の国と恐れのことについて教えてくださいましたことを感謝いたします。神の国は何事があっても、日々大きく成長しています。その姿は、私達の目に小さくなっているように見えたとしても、ますます大きく成長しているのです。私達が、霊の目でそのことを知ろうとするならば、その成長している姿を見ることができるのかもしれません。神様、どうかこの世の常識にとらわれることなく、信仰の目でしっかりと見つめていくことができますように。そしてその成長に与って、永遠の命に生きるものでありますように。
　私達はしばしば恐れや不安にとらわれることがありますが、そのようなときにはイエス様の権威で、黙れ静まれ、とその恐れの霊を追い払うことができますように。信じないものではなくあなたが共におられることを信じるものとなりますように。

　祈りのリストを作って、日々祈ることができるようになりましたが、どうかこれからも多くの人々のことを思って祈り続けることができますように。あなたの導きがありますように。

すべての人に平安がありますように。

この祈りを主、イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◆「成長する種」のたとえ

マコ 4:26　また、イエスは言われた。「神の国は次のようなものである。人が土に種を蒔いて、

マコ 4:27　夜昼、寝起きしているうちに、種は芽を出して成長するが、どうしてそうなるのか、その人は知らない。

マコ 4:28　土はひとりでに実を結ばせるのであり、まず茎、次に穂、そしてその穂には豊かな実ができる。

マコ 4:29　実が熟すと、早速、鎌を入れる。収穫の時が来たからである。」

◆「からし種」のたとえ

マコ 4:30　更に、イエスは言われた。「神の国を何にたとえようか。どのようなたとえで示そうか。

マコ 4:31　それは、からし種のようなものである。土に蒔くときには、地上のどんな種よりも小さいが、

マコ 4:32　蒔くと、成長してどんな野菜よりも大きくなり、葉の陰に空の鳥が巣を作れるほど大きな枝を張る。」

◆たとえを用いて語る

マコ 4:33　イエスは、人々の聞く力に応じて、このように多くのたとえで御言葉を語られた。

マコ 4:34　たとえを用いずに語ることはなかったが、御自分の弟子たちにはひそかにすべてを説明された。

◆突風を静める

マコ 4:35　その日の夕方になって、イエスは、「向こう岸に渡ろう」と弟子たちに言われた。

マコ 4:36　そこで、弟子たちは群衆を後に残し、イエスを舟に乗せたまま漕ぎ出した。ほかの舟も一緒であった。

マコ 4:37　激しい突風が起こり、舟は波をかぶって、水浸しになるほどであった。

マコ 4:38　しかし、イエスは艫の方で枕をして眠っておられた。弟子たちはイエスを起こして、「先生、わたしたちがおぼれてもかまわないのですか」と言った。

マコ 4:39　イエスは起き上がって、風を叱り、湖に、「黙れ。静まれ」と言われた。すると、風はやみ、すっかり凪になった。

マコ 4:40　イエスは言われた。「なぜ怖がるのか。まだ信じないのか。」

マコ 4:41　弟子たちは非常に恐れて、「いったい、この方はどなたなのだろう。風や湖さえも従うではないか」と互いに言った。
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